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「
大
家
一
起
唱
！
皆
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
！
」

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
た
め
に
高
丈

二
教
授
が
選
曲
・
指
揮
し
た
の

は
、
中
国
民
謡
『
茉
莉
花
』と
中

田
喜
直
作
曲
『
夏
の
思
い
出
』で

し
た
。『
茉
莉
花
』は
、
台
湾
で
は

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰

で
も
知
っ
て
い
る
歌
で
、
台
南

女
子
技
術
学
院
の
先
生
方
や
学

生
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

合
唱
の
時
間
に
練
習
を
つ
ん
だ

本
学
の
学
生
た
ち
も
、
声
高
ら

か
に
心
を
和
し
て
歌
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
四
日
本
学
の
交
流

協
定
校
で
あ
る
台
南
女
子
技
術

学
院
の
陳
豐
村
学
長
、
黄
基
正

理
事
、
張
景
智
理
事
、
黄
國
雄
事

務
長
以
下
教
員
八
名
、
幼
児
保

育
学
科
・
音
楽
学
科
の
学
生
二

十
四
名
、
計
三
十
二
名
の
方
々

が
本
学
を
訪
問
し
、
交
流
合
同

演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

I N D E X

・文部科学省　平成17年度
「専修学校教育重点支援プラン」採択される
・大家一起唱！

―台南女子技術学院・聖徳大学交流合同演奏会開催―
・専修学校教育功労者

文部科学大臣表彰を受賞
・インタビュー
附属四園園長　川並知子先生
思い描く幼稚園を目指して
―これまでの歩みと、未来に向けて―

・管理栄養士国家試験合格率90.4%達成
・聖徳オーケストラコンサート

附属中学校・高等学校
・いつまでも心に残る「望月郊外学習」

附属小学校
・子どもの安全を守るために

附属第二幼稚園
・入試関係行事のご案内

学園────────── 1～3
大学院・大学・短大 ───2・4
幼児教育専門学校─1・3・5
附属中・高 ──────── 5
聖徳中・高 ──────── 5
小学校 ────────── 6
幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

学
内
を
ご
案

内
し
て
、
ま
ず

川
並
香
順
記
念

講
堂
の
利
根
山

光
人
先
生
作
の

緞
帳
に
目
を
見

張
り
、
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
に
歓
声

を
あ
げ
ま
し
た
。

台
南
女
子
技
術

学
院
の
学
生
達

か
ら
の
「
ち
ょ

っ
と
弾
か
せ
て
」

と
の
希
望
が
あ

り
、
水
垣
玲
子

教
授
の
指
導
で

学
生
た
ち
も
バ

ッ
ハ
を
弾
き
、
そ
し
て
オ
ル
ガ

ン
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
、
と

い
う
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

引
率
の
先
生
方
と
学
生
た
ち

は
、
保
育
科
と
音
楽
文
化
学
科

の
授
業
見
学
を
し
ま
し
た
。
柳

澤
邦
子
助
教
授
の
楽
器
演
奏
法

（
ハ
ン
ド
ベ
ル
）
や
菊
池
秀
範
教

授
の
幼
児
体
育
、
村
井
満
恵
助

教
授
の
音
楽
療
法（「
島
唄
」を
一

緒
に
歌
っ
て
）
な
ど
の
授
業
を

見
学
し
、
ど
の
教
室
か
ら
も
立

ち
去
り
難
く
、
十
分
な
時
間
が

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

あ
わ
た
だ
し
い
リ
ハ
ー
サ
ル
や

音
楽
文
化
学
科
の
教
員
、
学
生

た
ち
と
の
交
流
の
後
、い
よ
い
よ

交
流
合
同
演
奏
会
の
本
番
で
す
。

台
南
女
子
技
術
学
院
の
幼
児

保
育
学
科
の
学
生
た
ち
の
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

音
楽
学
科
の
学
生
た
ち
は
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
独
奏
・
エ
レ
ク
ト
ー

ン
独
奏
や
ピ
ア
ノ
三
重
奏
な
ど
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
し

ま
し
た
。
奏
楽
堂
の
舞
台
の
袖

で
出
番
を
待
つ
台
南
の
学
生
た

ち
は
、
明
る
く
若
々
し
く
、
演
技

も
生
き
生
き
と
し
て
い
て
う
ら

や
ま
し
い
よ
う
な
姿
で
し
た
。

演
奏
も
よ
く
訓
練
さ
れ
た
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
何
よ

り
も
、
学
生
の
礼
儀
正
し
さ
、
ま

と
ま
り
の
良
さ
、
ひ
た
む
き
さ

に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
も
、
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
王
怡
文
さ
ん

（
音
楽
文
化
研
究
科
二
年
、
台
南

女
子
技
術
学
院
出
身
）の
エ
レ
ク

ト
ー
ン
演
奏
、
横
尾
可
奈
子
さ

ん
と
森
岡
紘
子
さ
ん
の
独
唱
・

重
唱（
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
岸
田
綾
子

さ
ん
）
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

最
後
に
高
橋
大
海
音
楽
文
化

学
科
長
が
「
と
て
も
す
ば
ら
し

い
演
奏
会
で
し
た
。
こ
の
交
流

が
将
来
に
つ
な

が
っ
て
行
き
ま

す
よ
う
に
」
と

合
同
演
奏
会
を

締
め
く
く
り
、

両
校
の
交
流
に

新
た
な
道
標
を

刻
ん
だ
こ
と
を

教
員・
学
生
と
も

実
感
し
ま
し
た

い
つ
ま
で
も

「
再
見
」と
叫
ん

で
手
を
振
っ
て

い
た
台
南
の
方

た
ち
に
ま
た
お

会
い
で
き
る
日

を
期
し
て
。

大
家
一
起
唱

大
家
一
起
唱

―
台
南
女
子
技
術
学
院
・
聖
徳
大
学

交
流
合
同
演
奏
会
開
催
―

台南女子技術学院の幼児保育学科の学生達によるパーカッション・アンサンブル

横尾可奈子さん（右）と森岡紘子さん（左）による『花』の二重唱

柳澤先生の楽器演奏法（ハンドベル）の授業

水垣先生のパイプオルガン演奏

「
平
成
十
七
年
度
専
修
学

校
教
育
重
点
支
援
プ
ラ
ン
」

は
、
全
国
の
国
立
・
公
立
・
私

立
専
修
学
校
三
千
四
百
六
十

七
校
を
対
象
と
し
た
事
業
で

す
。本

校
は
、
全
国
か
ら
文
部

科
学
省
へ
提
出
さ
れ
た
多
数

の
応
募
の
中
か
ら
、
採
択
さ

れ
た
四
十
件
の
中
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

専
修
学
校
は
、
医
療
・
衛

生
・
工
業
関
係
な
ど
八
分
野

に
分
か
れ
、
保
育
分
野
で
は
、

唯
一
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
期
待
の
大
き

い
、
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ

『
夢
を
か
な
え
る
「
保
育
の
聖

徳
○
」』
と
し
て
、
全
力
で
「
実

力
あ
る
保
育
者
」
を
養
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〜
・
〜
・
〜

■
事
業
目
的

「
保
育
の
聖
徳
○
」
の
聖
徳

大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
で

は
、
例
年
、
幼
稚
園
教
諭
二

種
免
許
状
と
保
育
士
資
格
を

取
得
し
て
卒
業
す
る
学
生
の

ほ
ぼ
一
〇
〇
％
が
幼
稚
園
、

保
育
所
、
施
設
等
に
専
門
職

と
し
て
採
用
さ
れ
る
実
績
を

も
ち
、
幼
児
教
育
・
保
育
教

育
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
て
い
る
。

そ
う
し
た
本
校
に
お
い

て
、
近
年
さ
ら
に
重
要
な
役

割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
保
育

者
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育

の
質
向
上
は
も
は
や
至
上
命

題
で
あ
る
。
保
育
現
場
で

日
々
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
本
校

の
卒
業
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
現
在
、
本
校
に
は
卒

業
生
か
ら
の
悩
み
等
を
受
け

止
め
、
適
切
な
支
援
を
行
う

フ
ォ
ー
マ
ル
な
シ
ス
テ
ム
は

な
く
、
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
質
の
高
い
保

育
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
今
回
の
事
業
計
画
を
策
定

し
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
う
し

た
卒
業
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
た
め
の
「
卒
業
生
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
」
の
一
環
と
し
て

の
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
」

や
、
よ
り
グ
レ
ー
ド
の
高
い

資
格
へ
の
挑
戦
等
を
支
援
す

る
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」、
そ

れ
に
「
在
校
生
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」
の
た
め
に
地
域
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
実
施
す
る

「
現
場
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
幼

稚
園
、
保
育
園
）」
等
を
組
み

合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。

R

演奏会の前に、両校の先生方同士の懇親の場が設けられ、今回の訪問を記念して互いに記念品を
贈呈。陳豐村学長（右）と川並弘昭学長（左）

！！

・

R

専修学校
保育分野

専修学校
保育分野初初

幼
児
教
育
専
門
学
校

文
部
科
学
省
　
平
成
十
七
年
度

専
修
学
校
教
育
重
点
支
援
プ
ラ
ン

採
択
さ
れ
る

採
択
事
業
名

「
保
育
の
聖
徳
・
卒
業
生
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と

在
校
生
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
実
践
プ
ラ
ン
」

文
部
科
学
省
　
初
め
て
の
事
業
に

本
校
は
保
育
分
野
唯
一
の
採
択
！

「

」

。
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情
報
化
・

国
際
化
や
少

子
・
高
齢
化

が
進
む
こ
れ

か
ら
の
時
代

に
、
充
実
し

た
人
生
を
送

る
た
め
、
生
涯
学
習
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

学
習
の
場
は
学
校
内
だ
け
で
は

な
く
、
青
少
年
の
学
校
外
活
動

や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
・
企
業
な
ど

に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

本
学
科
で
は
、
そ
う
し
た
地

域
社
会
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

読
書
運
動
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
、

文
化
企
業
な
ど
の
学
習
に
力
を

入
れ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、生
涯
教
育
・
社
会
教
育
行
政
、

カ
ル
チ
ャ
ー
産
業
、
文
化
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、

卒
業
後
は
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

図
書
館
、
公
民
館
、
博
物
館
、
青

年
の
家
、
少
年
自
然
の
家
な
ど

の
社
会
教
育
施
設
、
市
役
所
や

企
業
、
文
化
・
団
体
な
ど
、
地
域

社
会
と
密
接
に
連
携
し
、
世
代

を
超
え
て
人
と
接
す
る
こ
と
の

で
き
る
、
生
涯
教
育
に
携
わ
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

新
学
科
の
目
的
は
、
生
涯
学

習
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
生
涯
教

育
・
文
化
・
教
養
に
関
す
る
幅
広

い
知
識
や
技
法
を
身
に
つ
け
る

と
同
時
に
、
旺
盛
な
研
究
心
を

持
っ
た
指
導
者

の
養
成
で
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の

学
生
が
社
会
教

育
主
事
の
任
用

資
格
を
取
得
で

き
る
よ
う
に
支

援
し
、
学
生
の

希
望
に
よ
っ
て

は
、
図
書
館
司

書
、
博
物
館
、
学

芸
員
、
中
・
高
教

員
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
関
連

の
資
格
が
取
得

で
き
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
六
月
四
日（
土
）、

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献

セ
ン
タ
ー（
一
〇
号
館
）に
お
い

て
、
東
京
聖
徳
学
園
同
窓
会
連

合
会
第
二
回
役
員
会
及
び
懇
親

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合

会
と
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院

ま
で
、
聖
徳
学
園
を
卒
業
さ
れ

た
方
々
の
相
互
の
親
睦
と
学
園

支
援
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
、
各
学
校
の
同
窓
会
で
あ

る
香
和
会（
大
学
院
・
大
学
・
短

期
大
学
部
）、
聖
和
会（
通
信
教

育
）、
ひ
じ
り
会（
専
門
学
校
）、

爽
和
会（
附
属
中
・
高
）、
聖
朋
会

（
聖
徳
中
・
高
）、
秋
和
会（
附
属

小
）、
か
を
り
会（
附
属
幼
）、
菊

水
会（
附
属
第
二
幼
）、
す
な
お

会（
附
属
第
三
幼
）、
浦
安
幼
稚

園
同
窓
会（
仮
称
）、
な
ご
み
会

（
三
田
幼
）、
わ
か
ば
会（
八
王
子

幼
）、
和
香
竹
会
（
多
摩
幼
）
に

よ
り
組
織

さ
れ
て
い

ま
す
。
同

窓
会
連
合

会
会
長
に

は
、
川
並

弘
昭
理
事

長
、
幹
事

長
に
は
高

橋
博
子
ひ

じ
り
会
会

長
が
、
副

幹
事
長
に

は
加
藤
敏

子
聖
和
会

会
長
及
び

長
江
曜
子

香
和
会
会

長
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
連
合
会

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め

に
、
会
報
の
発
行
、
会
員
名
簿
の

管
理
、互
助
活
動
の
た
め
の
各
種

事
業
が
主
な
活
動
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

役
員
会
で
は
、

出
席
者
の
挨
拶
及

び
自
己
紹
介
に
続

き
、
同
窓
会
連
合

会
の
基
盤
と
な
る

会
則
案
及
び
予
算

案
、
今
後
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
、

各
学
校
の
同
窓
会

会
長
若
し
く
は
代

表
者
、校
長
先
生
、

園
長
先
生
、
事
務

担
当
者
の
間
で
協

議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
挨
拶
の
中

で
、
川
並
弘
昭
同

窓
会
連
合
会
会
長
よ
り
、「
第
一

回
の
役
員
会
で
は
学
園
創
立
七

〇
周
年
記
念
に
際
し
て
、
各
学

校
の
同
窓
会
か
ら
多
大
な
る
ご

尽
力
を
頂
き
、
こ
の
聖
徳
大
学

生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー

（
一
〇
号
館
）を
作
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
方
に
も
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
五
年
、
十
年
経
っ
て
、
こ

の
組
織
を
発
足
し
て
良
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
一
人
ひ
と
り

の
力
添
え
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」
と
話
が
あ
り
、

出
席
者
全
員
で
、
聖
徳
学
園
の

一
層
の
発
展
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
終
了
後
、
午
後
七

時
か
ら
十
三
階
の
カ
フ
ェ
レ
ス

ト
ラ
ン
・
ス
パ
ン
カ
に
お
き
ま

し
て
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
各

同
窓
会
組
織
の
間
で
親
睦
な
ら

び
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

日
頃
は
後
援
会
活
動
に
対
し

ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
七
年
度
の
後
援

会
支
部
総
会
・
保
護
者
会
を
左
記

の
日
程
で
行
う
予
定
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
支
部
総
会
で
は
、
会

員
相
互
の
親
和
と
協
調
を
は
か

り
、
大
学
・
短
期
大
学
部
の
充
実

と
発
展
を
支
援
す
る
た
め
に
活

発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

保
護
者
会
で
は
多
数
の
教
員
が

出
席
し
、
保
護
者
と
の
個
別
面
談

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機

会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
是
非
と

も
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
い
た
だ

き
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

後
援
会
支
部
総
会
・
大
学
保
護

者
会
の
日
程
と
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
支
部
総
会
の
活
性
化
方

策
と
し
て
、
下
記
の
場
を
新
た
に

設
け
ま
す
。

一
、「
懇
談
会
の
場
」
の
設
置

面
談
を
待
つ
間
、
学
園
関
係

者
・
後
援
会
役
員
等
を
含
め
懇
談

の
場
を
設
け
ま
す
。
保
護
者
と
し

て
の
悩
み
、
学
校
へ
の
要
望
等
に

つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

二
、「
お
子
様
の
就
職
に
つ
い

て
の
相
談
」
の
設
置

お
子
様
の
就
職
に
つ
い
て
、
不

安
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
存
じ

ま
す
。
就
職
担
当
者
が
各
支
部
に

出
向
き
ご
相
談
に
の
り
ま
す
。

＊
皆
様
方
の
よ
り
多
く
の
ご
出

席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
後
援
会
よ
り
保
護
者
の
皆
様
へ

※日時・会場は都合により変更する場合があります。 ※入学を希望する高校生の為の進学相談会も同時に開催されます。

なお、都合で所属支部以外の支部総会・保護者会に出席することもできます。その場合は早めに出席希望の支部名
と期日を聖徳大学後援会事務局あてに文書または電話（047-365-1111）でご連絡をお願い致します。

平成17年度　聖徳大学後援会支部総会・大学保護者会　実施予定表

新潟地区 9 月11日（日）10：30 ホテル ニューオータニ長岡 長岡市台町2-8-35 0258-37-1111

東北（北） 10月 2 日（日）10：30 盛岡・ホテルニューカリーナ 盛岡市菜園2-6-1 019-625-2222

東北（南） 10月16日（日）10：30 郡山・ビューホテルアネックス 郡山市中町10-10 024-939-1111

甲信地区 10月22日（土）10：30 松本・ホテルブエナビスタ 松本市本庄1-2-1 0263-37-0111

東京地区 11月27日（日）10：30 千代田区・アルカディア市ヶ谷 千代田区九段北4-2-25 03-3261-9921

茨 城 県 11月20日（日）10：30 土浦・ホテルCANKOH 土浦市川口2丁目11-31 029-821-5110

北 関 東 12月 4 日（日）10：30 大宮・JA共済　埼玉ビル さいたま市土手町1-2 048-644-2271

千 葉 県 12月11日（日）10：30 松戸・聖徳大学 松戸市岩瀬550 047-365-1111

九州・沖縄地区 10月30日（日）10：30 ホテル日航那覇グランドキャッスル 那覇市首里山川町1-132-1 098-886-5454

静 岡 県

支 部 名 日 時 会 場 電話番号

9 月 3 日（土）10：30 三島グランドホテル 三島市大宮町3-18-33 055-975-4300

生
涯
教
育
文
化
学
科

二
〇
〇
六
年

四
月

新設

右から挨拶される川並弘昭理事長、高橋博子幹事長、加藤敏子副幹事長

10号館での会議の様子

東
京
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会

第
二
回
役
員
会
開
催
さ
れ
る

東
京
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会

第
二
回
役
員
会
開
催
さ
れ
る

■
支
部
総
会
が
変
わ
り
ま
す
！！
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【
川
並
】
幼
稚
園
開
設
二
年
目

に
な
っ
て
、
幼
稚
園
の
建
物
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
私

は
洗
練
さ
れ
た
幼
稚
園
に
し
た

か
っ
た
で
す
ね
。
当
時
の
幼
稚

園
の
先
生
と
い
う
と
、
上
っ
張

り
を
作
業
着
と
し
て
着
て
い
た

の
で
す
が
、
私
は
そ
れ
を
ワ
ン

ピ
ー
ス
の
エ
プ
ロ
ン
に
替
え
ま

し
た
。
そ
の
エ
プ
ロ
ン
は
、
私
が

デ
ザ
イ
ン
し
、
型
紙
を
お
と
し
、

布
地
を
断
裁
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
で
き
た
の
も
高
校
時
代
の
洋

裁
や
編
物
と
い
っ
た
習
い
事
を

し
て
い
た
お
か
げ
で
す
ね
。
そ
れ

を
、
当
時
の
教
員
と
一
緒
に
縫

い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
庭
も
ア
イ

デ
ィ
ア
溢
れ
る
も
の
に
し
ま
し

た
。
当
時
の
幼
稚
園
は
、
ブ
ラ
ン

コ
、
滑
り
台
、
鉄
棒
と
い
っ
た
定

番
の
遊
具
し
か
な
く
、
そ
れ
も

決
ま
っ
て
銀
色
や
若
草
色
で
ペ

イ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
そ
う
い
っ
た
定
番
の
園
庭
で

は
な
く
、
ま
だ
当
時
で
は
珍
し

い
総
合
遊
具
を
導
入
し
て
、
カ

ラ
フ
ル
な
園
庭
を
実
現
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
雲
の
上

に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
遊
べ
る
よ
う
に
と
、
遊
具

と
遊
具
を
つ
な
い
だ
の
も
私
の

ア
イ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
こ
う
い

っ
た
意
味
で
は
、
私
や
教
員
が

手
作
り
し
た
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
っ
た
り
し
て

実
現
し
た
当
時
の
幼
稚

園
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
教
員
生
活
で
の
喜

び
は
？

【
川
並
】
古
材
で
建
て

た
、
塀
も
何
に
も
な
い

幼
稚
園
で
し
た
。
私
た

ち
も
い
ろ
い
ろ
手
作
り

で
幼
稚
園
ら
し
く
し
て

い
き
ま
し
た
け
ど
、
保

護
者
の
皆
様
方
に
も
い

ろ
い
ろ
と
ご
好
意
で
作

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

材
料
も
全
部
持
っ
て
き

て
い
た
だ
き
、
花
壇
を

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
よ

う
に
し
て
も
ら
っ
た

り
、
盆
踊
り
大
会
の
と
き
に
は
、

お
父
様
方
が
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
、

い
ろ
い
ろ
お
手
伝
い
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
の
と

き
の
一
瞬
だ
け
で
な
く
、
今
も

ず
っ
と
消
え
な
い
喜
び
で
す
ね
。

こ
の
保
護
者
の
方
々
か
ら
の
影

の
お
力
添
え
も
今
日
の
附
属
幼

稚
園
の
基
礎
に
あ
る
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。

―
―
当
時
と
比
べ
て
、
こ
れ
か

ら
の
幼
稚
園
教
育
は
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
か
？

【
川
並
】
根
本
的
に
は
変
わ
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
園
の
教
育
の
根
本
は
人
間

教
育
で
す
か
ら
、
そ
の
「
人
を
創

る
」
と
い
う
こ
と
は
変
わ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
教
育

で
一
番
大
切
な
こ
と
は
人
間
と

し
て
覚
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
生
活
の
仕
方
を
幼
児
期

に
き
っ
ち
り
教
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、「
食
を
と
る

心
」
一
つ
に
し
て
も
、
た
だ
食
べ

物
を
口
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
心
を
こ
め
て
食
べ

物
を
自
分
の
身
体
の
な
か
に
入

れ
る
、
つ
ま
り
物
を
無
駄
し
て

は
い
け
な
い
、
と
い
う
心
で
す

よ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
代
が

変
わ
っ
て
も
、
価
値
観
が
変
わ

っ
て
も
、
そ
の
基
本
的
な
部
分

は
し
っ
か
り
教
え
た
い
で
す
。

―
―
最
後
に
、
未
来
の
幼
稚
園

教
育
の
担
い
手
と
な
る
学
生
に

一
言

【
川
並
】
子
ど
も
の
世
界
は
素

晴
ら
し
い
で
す
よ
。
子
ど
も
の

目
の
輝
き
を
ぜ
ひ
発
見
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
立
派
な
教

員
と
な
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
、
学
生
達
に
は
、
授
業
の

間
も
、
自
分
が
実
際
に
教
壇
に

立
つ
側
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
考

え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
な
た
が
教
壇
に
立

っ
た
時
に
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る

人
が
い
た
ら
ど
う
思
い
ま
す

か
？
と
い
う
風
に
。
あ
と
、
学
生

は
幼
児
に
教
え
る
立
場
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
基
本
的
な
し

つ
け
の
意
味
も
し
っ
か
り
学
ん

で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
姿
勢
を
正
す
こ
と
の
意
味
、

お
辞
儀
す
る
こ
と
の
意
味
で
す
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
学
生
に
求
め
ら
れ
る
の
は
き

ち
ん
と
し
た
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
保

護
者
に
対
し
て
、
上
司
に
対
し

て
き
ち
ん
と
し
た
言
葉
使
い
や

態
度
の
使
い
分
け
が
で
き
る
学

生
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

―
―
先
生
が
幼
稚
園
の
先
生
に

な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

【
川
並
】
高
校
時
代
に
人
と
の

付
き
合
い
方
に
何
か
疑
問
を
感

じ
て
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
は
、
裁

縫
や
鎌
倉
彫
な
ど
の
習
い
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

時
に
、
母
の
友
人
で
幼
稚
園
を

や
っ
て
い
た
人
か
ら
「
お
手
伝

い
に
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
誘
わ

れ
て
、
お
手
伝
い
に
い
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
澄
ん

だ
美
し
い
子
ど
も
の
目
の
輝
き

に
出
会
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の

瞳
は
き
れ
い
で
す
よ
。
人
間
の

世
界
に
も
こ
ん
な
に
純
粋
な
世

界
が
あ
る
ん
だ
と
、
そ
こ
に
惹

か
れ
た
こ
と
が
幼
稚
園
の
先
生

に
な
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

―
―
附
属
幼
稚
園
開
設
当
時
に

は
ど
う
い
う
苦
労
が
あ
り
ま
し

た
か
？

【
川
並
】
附
属
幼
稚
園
が
開
設

し
た
の
は
昭
和
四
十
年
十
月
で

し
た
。
そ
の
当
時
、
幼
稚
園
は
ま

だ
大
学
の
中
に
あ
る
心
理
学
教

室
の
一
隅
の
「
ワ
ン
ル
ー
ム
幼

稚
園
」
で
、
園
児
は
十
二
人
で
し

た
。
そ
し
て
、
建
物
の
屋
上
を
園

庭
代
わ
り
に
使
っ
て
い
る
よ
う

な
状
態
で
し
た
。
何
に
も
な
い

ワ
ン
ル
ー
ム
の
幼
稚
園
で
し
た

か
ら
、
ど
う
や
っ
て
幼
稚
園
ら
し

さ
を
演
出
す
る
か
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
ど
う
や
っ

た
ら
う
ま
く
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
に
は
ず
い
ぶ
ん
頭
を
使
い
ま
し

た
。
ま
だ
経
験
未
熟
な
二
十
六

歳
で
し
た
の
で
、
逃
げ
出
し
た
い

と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
責
任
感
で
逃
げ

出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な

状
況
で
し
た
か
ら
、

保
護
者
の
方
々
に
園

の
イ
ベ
ン
ト
の
時
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
持

っ
て
き
て
い
た
だ
い

た
り
、
衣
装
を
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
り

と
い
う
ご
協
力
に
は

と
て
も
感
激
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
―
当
時
、
先
生
が

思
い
描
い
た
幼
稚
園

と
は
？

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

思
い
描
く
幼
稚
園
を
目
指
し
て

―
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
未
来
に
向
け
て
―

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

附
属
四
園
園
長

川
並
知
子
先
生

今
回
は
、
附
属
四
園
園
長
　
川
並
知
子
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
先
生
は
昭
和
四

十
年
の
聖
徳
学
園
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
開
設
以
来
、
園
の
歩
み
を
ず
っ
と
見
守
り
、

ま
た
そ
の
一
方
で
、
短
期
大
学
部
保
育
科
の
教
授
と
し
て
未
来
の
保
育
者
と
な
る
後

進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

手作りの附属幼稚園園庭（当時）

附属幼稚園園庭（現在）

大学附属幼稚園の開園式、前列左端が川並知子先生

手前左手が開設当時の附属幼稚園舎

聖
徳
学
園
は
、
建
学
の
精
神
〝
和
〞

の
精
神
の
具
現
化
の
た
め
、
学
生
、
生

徒
、
児
童
、
園
児（
以
下
、
学
生
等
）と

教
職
員
間
の
心
の
交
流
が
育
ま
れ
る

少
人
数
教
育
を
実
践
し
て
お
り
、
本

学
園
に
と
っ
て
個
人
情
報
保
護
は
極

め
て
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
は
学
生
等
、
卒
業
生
、
保
護

者
、
教
職
員
に
と
っ
て
重
要
な
財
産

で
す
。
本
学
園
は
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
、
個
人
情
報
の
取
扱
に
つ
い
て

適
切
な
管
理
・
対
策
を
講
じ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
に
「
個
人
情
報
保
護
方
針
」を

定
め
、
継
続
的
に
取
組
ん
で
行
く
こ
と

を
表
明
い
た
し
ま
す
。

一
、
法
令
等
の
遵
守

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
令
お

よ
び
そ
の
他
規
範
を
遵
守
い
た
し

ま
す
。

二
、
利
用
目
的
の
特
定

個
人
情
報
の
収
集
・
利
用
・
提
供
に

関
し
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
目
的
に
則
っ
て
利
用
い
た
し

ま
す
。

三
、
安
全
管
理
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
、
き
損

を
防
ぎ
、
正
確
性
を
確
保
す
る
た

め
安
全
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

四
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

個
人
情
報
、
そ
の
他
の
情
報
の
取

扱
い
に
関
し
方
針
、
責
任
、
役
割
、

規
定
を
定
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
改
善

を
実
践
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日

学
校
法
人
　
東
京
聖
徳
学
園

理
事
長
　
川
並
　
弘
昭

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

▼

個
人
情
報
保
護
方
針

被
表
彰
者：

川
並
光
昭
先
生

（
学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
　
理
事
、

聖
徳
大
学
教
授
、
専
門
学
校
学
校
長
）

こ
の
度
、
聖
徳
大
学
幼
児
教
育

専
門
学
校
学
校
長
で
あ
る
川
並

光
昭
先
生
が
、
専
修
学
校
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
川
並
光
昭
先
生
は
、
多
年

に
わ
た
り
専
修
学
校
教
育
に
尽
力
さ
れ
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校

学
校
長

川
並

光
昭
先
生

専
修
学
校
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

被
表
彰
者：

阿
部
仁
先
生

（
専
門
学
校
　
教
授
）

こ
の
度
、
聖
徳
大
学
幼
児
教
育

専
門
学
校

教
授
で
あ
る
阿
部

仁
先
生
が
、
全
国
専
修
学
校
各
種

学
校
総
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
阿

部
仁
先
生
は
、
多
年
に
わ
た
り
専
修
学
校
教
育
に
尽
力

さ
れ
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校

教
授

阿
部

仁
先
生

全
国
専
修
学
校
各
種
学
校
総
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞

専修学校制度制定30周年記念
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外国語学科 「安眠」とは？
― 日本語の中にある英語らしさ ―

全
員
海
外
一
年
留
学
だ
！

英語ができる人
集まれ！！

日本語の中にひょっとして英語らしさがあるのでは、という憶測から探求に入った結果、幸いいくつか

見つかりました。これまでも、誰でも知っている「揚げ豆腐」は I'll get off．（降ります）として通じるし、「掘った芋

いじるな」は「What time is it now？（今何時ですか。）」の質問として通じることが明らかになっています。

その理由を追求したところ、原因は、「アイ」や「アウ」の二重母音が「ア」だけになることであると明らか

になりました。これは朗報で応用範囲が無限に広がります。英語不得意者には、「安眠」で I mean（「つまり」

の意味）として十分使えるでしょう。オリジナルな例を挙げてみましょう。河童亭（cup of tea）、若干便利（Jack

and Betty）、家康（yes）、あ、いかん（icon）、養老（Euro）、辛抱（symbol）など。発音の工夫にも、カタカナを発音

記号のサポートとして用いることで効果を挙げています（例：1/rはlight［nláit］ヌライト／right［wráit］ウライト）。

これからも外国語学科は様々な角度から外国語を研究し、また学生には一年の海外留学など充実したプロ

グラムを提供していきます。（外国語学科長　島岡　丘）

短
期
大
学
部
第
Ⅰ
部
二
年
生

（
介
護
Ⅱ
部
三
年
含
む
）対
象
の

学
外
研
修
Ⅱ
は
三
つ
の
班
に
分

か
れ
て
七
日
間
と
い
う
長
い
行

程
を
北
海
道
で
過
ご
し
ま
し
た
。

第
一
班
で
は
例
年
よ
り
も
山
々

に
残
雪
が
見
ら
れ
、
花
の
咲
く

の
が
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
。
第

二
班
で
は
全
体
的
に
天
候
に
恵

ま
れ
、
特
に
十
勝
川
で
は
三
十

二
度
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
関

東
地
方
と
違
い
湿
度
が
低
い
の

で
日
差
し
は
強
い
の
で
す
が
汗

を
か
く
よ
う
な
暑
さ
は
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
第
三
班
で
は
再
び
気

温
が
下
が
り
、
川
湯
で
は
八
度
、

十
勝
川
で
も
一
週
間
違
う
だ
け

で
十
九
度
に
な
り
、
こ
の
時
期

関
東
で
は
考
え
ら
れ
な
い
寒
さ

を
学
生
達
も
体
感
し
て
お
り
ま

し
た
。

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
や
雄
大
な

自
然
の
各
見
学
地
に
お
い
て
学

生
同
士
ま
た
先
生
方
と
親
交
を

深
め
、
普
段
見
え
な
か
っ
た
友

達
の
新
た
な
一
面
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
、
よ
り
ク
ラ
ス
間

の
友
情
が
深
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
例
に
漏
れ
ず
初
日
は

あ
ま
り
気
乗
り
し
な
い
と
言
っ

て
い
た
学
生
達
も
最
終
日
に
は

お
世
話
に
な
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
や
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
と
の

お
別
れ
で
は
涙
を
流
し
、「
本
当

に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
見
て
も
こ
の
学

外
研
修
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
思
い
や
り
」
の
気
持
ち
が

深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
自
宅
に
帰
っ
て
か

ら
の
土
産
話
を
お
聞
き
い
た
だ

け
れ
ば
よ
く
お
分
か
り
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
の
研
修
で
身

に
付
け
た
多
く
の
こ
と
を
今
後

の
学
園
生
活
や
社
会
人
に
な
っ

た
と
き
に
大
い
に
活
か
し
て
も

ら
え
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

短
期
大
学
部
第
Ⅰ
部
二
年
生（
介
護
Ⅱ
部
三
年
含
む
）対
象

学
外
研
修
Ⅱ

（
北
海
道
）を
終
え
て

学
外
研
修
Ⅱ

（
北
海
道
）を
終
え
て

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

管
理
栄
養
士

国
家
試
験

管
理
栄
養
士

国
家
試
験

人
文
学
部
生
活
文
化
学
科
の

教
員
と
学
生
は
、
専
門
の
研
究

を
発
表
す
る
こ
と
の
で
き
る
学

会（
学
術
集
会
）に
参
加
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
学
会
が
、
日
本
国

内
や
米
国
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど

の
外
国
で
多
く
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
学
科
の
教
職
員
、
博
士

前
期
・
後
期
課
程
の
大
学
院
生
、

学
部
の
卒
論
で
研
究
す
る
学
生

は
、
大
学
で
の
研
究
成
果
を
ま

と
め
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

学
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
研

究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
に
入
っ
て
か

ら
も
、
国
際
学
会
で
は
五
報
の

研
究
報
告
、
国
内
学
会
で
も
十

二
報
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
、

発
表
会
場
で
は
活
発
で
充
実
し

た
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
九
月
以
降
も
、
外
国
や
日

本
の
い
ろ
い
ろ
な
学
会
で
二
十

以
上
の
研
究
発
表
に
参
加
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
生

活
文
化
学
科
・
大
学
院
人
間
栄

養
学
研
究
科
で
行
っ
て
い
る
研

究
の
成
果
に
は
多
数
の
研
究
者

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
栄
養
学
の

研
究
と
発
表
に
つ
い
て

管
理
栄
養
士
専
攻
は
全
国
の

養
成
校
の
就
職
率
五
十
七
・

九
％
と
比
べ
て
、
本
学
の
ほ
う

が
か
な
り
高
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
栄
養
士
職
種
に
就
職
し

た
卒
業
生
の
内
、
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
の
合
格
者
は
八
十
一

名（
合
格
率
七
十
八
・
六
％
）で

し
た
。
第
一
期
生
と
し
て
は
、
高

い
就
職
率
で
あ
り
、
栄
養
士
と
し

て
の
就
職
率
も
高
い
結
果
で
し

た
。
今
後
さ
ら
に
こ
の
結
果
を

持
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
食
物
栄
養
専
攻
卒
業
生
は
、

八
十
三
名
で
就
職
率
は
六
十

七
・
四
％
で
し
た
。
生
活
文
化
学

科
全
体
の
就
職
率
は
七
十
八
・

九
％
で
し
た
。

就職率

88.5％

管
理
栄
養
士
専
攻
卒
業
生
一
〇
四
名
の
う
ち

人
文
学
部
生
活
文
化
学
科
第
一
期
生

就
職
者
数
九
十
二
名

就
職
者
数
九
十
二
名

給食産業62名

外食産業12名病院11名
健康食品販売8名

公務員6名
教職関係3名

老人福祉施設4名
保育園他4名
研究職4名

一般職36名

■就職先（92名の内訳）

生
活
文
化
学
科

90.4％
合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

合
格
率

達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成
達
成

前
か
ら
、
過
去
の
出
題
歴
や
学

生
の
学
習
結
果
の
分
析
に
基
づ

き
、
復
習
が
必
要
と
思
わ
れ
る

問
題
を
、
毎
日
、
学
習
レ
ベ
ル
毎

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、

学
生
か
ら
送
信
さ
れ
て
き
た
回

答
を
直
ち
に
採
点
し
、
正
解
・
解

説
と
と
も
に
返
送
し
ま
し
た
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
学
習
で
き
る
し
く
み

で
、
し
か
も
、
学
生
は
自
分
自
身

の
学
習
の
進
み
具
合
に
合
わ
せ

て
利
用
で
き
ま
す
。
一
年
間
に

利
用
し
た
学
生
数
は
延
べ
二
万

七
百
七
十
九
人
、
利
用
件
数
は

十
九
万
六
千
二
百
九
十
八
件
に

上
り
ま
し
た
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
学
習
環
境
の
構
築
が
効

率
の
よ
い
試
験
勉
強
を
支
え
、

そ
れ
を
活
用
し
た
学
生
の
努
力

と
教
職
員
に
よ
る
各
科
目
の
適

切
な
指
導
に
よ
っ
て
、
高
い
合

格
実
績
を
残
し
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

聖
徳
大
学
人
文
学
部
生
活
文

化
学
科
は
二
〇
〇
五
年
三
月
に

第
一
期
卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し

た
。
管
理
栄
養
士
専
攻
で
は
、
卒

業
生
一
〇
四
名
全
員
が
第
十
九

回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
を
受

験
し
、
九
十
四
名
が
合
格
し
ま

し
た
。合
格
率
は
九
〇
・
四
％
で
、

伝
統
あ
る
管
理
栄
養
士
養
成
施

設
と
肩
を
並
べ
る
合
格
実
績
を

残
し
ま
し
た
。
高
い
合
格
率
は
、

周
到
に
用
意
さ
れ
た
国
家
試
験

対
策
を
学
生
が
有
効
に
利
用
し

た
成
果
で
す
。

生
活
文
化
学
科
で
は
国
家
試

験
対
策
委
員
会（
委
員
長：

後
藤

潔
教
授
）を
組
織
し
、
学
科
の
総

力
を
挙
げ
て
、
対
策
授
業
、
登
校

学
習
会
、
講
習
会
や
模
擬
試
験

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
対
策

は
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で
、
管
理
栄
養

士
養
成
施
設
と
し
て
全
国
初
め

て
の
学
習
環
境
で
す
。
シ
ス
テ

ム
は
後
藤
教
授
が
二
〇
〇
〇
年

二
月
か
ら
開
発
・
試
験
運
用
を

行
っ
て
き
た
も
の
で
、
二
〇
〇
四

年
三
月
か
ら
学
外
公
開
を
開
始

し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
に
は
過

去
十
八
回
の
国
家
試
験
問
題
と

聖
徳
大
学
で
行
っ
た
模
擬
試
験

問
題
が
収
め
ら
れ
、
試
験
回
数

や
試
験
科
目
を
指
定
す
る
ほ
か

に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索

も
で
き
、
参
考
書
と
し
て
も
問

題
集
と
し
て
も
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
試
験
問
題
を
自
然
言

語
解
析
し
て
、
頻
出
語
や
そ
れ

ら
の
共
起
関
係
に
関
す
る
デ
ー

タ
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
問
題
集
も
、
合

格
率
を
高
め
た
対
策
の
一
つ
で

す
。
国
家
試
験
実
施
日
十
週
間

八
月
二
十

二
日（
月
）か

ら
第
四
班（
保

育
科
第
Ⅱ
部

三
年
生
・
幼

児
教
育
専
門

学
校
生
二
年

生
対
象
）が
実

施
さ
れ
ま
す
。
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六
月
一
日
、
本
校
の
図
書
館

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

以
前
は
多
く
の
図
書
に
囲
ま
れ

雑
然
と
し
て
い
た
館
内
で
し
た

が
、
絨
毯
を
新
し

く
張
り
替
え
、
図

書
を
整
理
し
閲
覧

ス
ペ
ー
ス
を
広
げ

ま
し
た
。
狭
い
な

が
ら
も
す
っ
き
り

と
し
た
館
内
は
、

今
ま
で
よ
り
使
い

や
す
く
、
開
館
日
か
ら
多
く
の

学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
同
時
に
「
図
書
館
だ
よ
り
」
も

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
文
字
離
れ
」
が
進
ん
で
い
る

現
在
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
だ

け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
図
書
に

興
味
を
持
ち
利
用
す
る
習
慣
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

第
四
十
六
回
都
道
府
県
対
抗

な
ぎ
な
た
大
会
が
兵
庫
県
伊
丹

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

五
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
の
代

表
選
手
の
一
人
と
し
て
一
年
生

の
谷
本
由
香
里
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
全
国
総
合
で

第
三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。「
他

県
の
選
手
の
方
も
優
秀
で
、
ま

ず
気
持
ち
で
負
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。
試
合
は
充
実
し
て

集
中
で
き
た
の
で
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
稽
古

を
つ
ん
で
き
た
も
の
が
出
せ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
大
会
の
自
己

採
点
は
七
十
点
！
」
と
大
会
の

様
子
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

谷
本
さ
ん
は
四
歳
か
ら
な
ぎ

な
た
を
始
め
、
こ
の
三
月
に
日

本
体
育
大

学
を
卒
業

進
路
決
定

の
際
、
幼

い
頃
か
ら

の
夢
で
あ

っ
た
幼
児

教
育
者
を

目
指
し
本

校
に
入
学

し
ま
し
た

大
会
後
す

ぐ
に
、
幼
児
教
育
実
習
Ⅰ（
附
属

幼
稚
園
実
習
）に
入
り
「
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
先
生
方
か
ら
た
く
さ
ん
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達

か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
勉
強
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
一
日

の
中
で
、
先
生
は
気
を
抜
く
時

が
な
く
大
変
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
先
生
と
子
ど
も
達

の
笑
顔
を
見
て
素
晴
ら
し
い
仕

事
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま

す
。
昨
日
は
や
ん
ち
ゃ
な
子
か

ら
、
私
を
守
っ
て
く
れ
た
子
も

い
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
文
武
両
道
を
貫
い

て
い
る
谷
本
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
学
生
の
励
み
と
な
る

よ
う
今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

六
月
十
一
日（
土
）、
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
て
、

今
回
で
四
回
目
と
な
る
附
属
中

高
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は

附
属
中
高
の

生
徒
を
中
心

に
、
卒
業
生

な
ど
の
助
演

の
方
を
加
え

て
、
毎
回
特

別
に
編
成
し

て
い
る
も
の

で
、
指
揮
者

の
進
藤
教
諭

以
外
、
楽
団

メ
ン
バ
ー
は

す
べ
て
女
性

で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は

ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー
の
交
響
詩
「
禿
げ
山
の
一

夜
」、
ビ
ゼ
ー
の
「
ア
ル
ル
の
女
」

第
二
楽
章
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
「
運
命
」
交
響
曲
と
い
う
意
欲

的
な
も
の
で
し
た
。
演
奏
は
管

打
楽
器
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
ほ
と

ん
ど
中
高
生
だ
け
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
に
力
強

く
、
楽
曲
の
意
図
が
十
分
に
伝

わ
っ
て
く
る
感
動
的
な
も
の
で

し
た
。

混
成
メ
ン
バ
ー
で
す
か
ら
、

全
員
が
そ
ろ
っ
て
練
習
す
る
時

間
も
な
か
な
か
確
保
で
き
な
い

中
で
、
あ
れ
だ
け
の
演
奏
に
仕

上
げ
た
メ
ン
バ
ー
全
員
に
拍
手

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校
で
は
、

今
年
も
就
職
率
一
〇
〇
％
を
目

指
し
、
六
月
二
十
七
日（
月
）よ

り
個
人
面
接
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
個
人
面
接
を
む
か
え
る

ま
で
に
は
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
き
め
細
か
く
開
催
し
て
、
就

職
の
意
識
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

本
学
を
卒
業
す
る
と
、
就
職

を
し
て
、
社
会
人
そ
し
て
保
育

者
に
な
り
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る

教
育
者
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
入
学
時
よ
り
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
は
じ

め
、
保
育
者
と
し
て
の
意
識
を

高
め
て
い
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
保
育
者
の
心
構
え
を

確
認
し
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
意
識
が
１
年
次
よ
り
高

い
か
低
い
か
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
学
習
・
実
習
な
ど
の
場

面
で
差
が
で
て
く
る
わ
け
で
す
。

本
学
は
ク
ラ
ス
内
あ
る
い
は

学
内
が
保
育
者
に
な
る
夢
を
持

っ
て
、
そ
の
夢
を
か
な
え
た
い

と
い
う
集
団
で
す
か
ら
、
お
互

い
と
か
か
わ
る
こ
と
一
つ
ひ
と

つ
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
友
達
同
士
や
教
職
員
の
か

か
わ
り
合
い
で
支
え
あ
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
年
次
か
ら

除
々
に
就
職（
社
会
人
）へ
の
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
二
年
次（
Ⅱ
部
生
は
三
年
次
）

か
ら
始
ま
る
就
職
活
動
も
無
理

な
く
進
行
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
卒
業
年
次
生
は
、

仕
上
げ
の
時
期
に
入
っ
て
き
ま

す
。今

ま
で
以
上
に
が
ん
ば
り
、

保
育
者
へ
の
夢
を
是
非
か
な
え

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

聖徳中学校・高等学校

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

関東高校陸上競技大会【17年連続　17回目】
100mH 2位 生井　美有
4×100mR 5位 木村万里恵　

山下　彩花　
根本　利恵　
生井　美有

やり投 2位 塚本　侑子
3000m 9位 大崎　千聖

17位 和田　沙織
1500m 10位 大崎　千聖

陸上競技部・駅伝部

高校総体県予選会
団体 2位 柳澤　麻衣、 秋山　幸、 明石悠理恵、 高橋　莉奈、 藤川　真帆
個人 1位 秋山　幸　　　2位　明石悠理恵　　4位　高野　優香

5位 高橋　莉奈　　6位　柳澤　麻衣　　7位　藤川　真帆

新体操部

ミスダンスドリルチーム日本大会2005 東日本地区予選
●『リリカル部門』 第1位　予選通過　　　●『ミスダンスドリルチーム部門』 予選通過
【出場選手】 黒川　綾子、 渡辺ゆかり、 堤　絵里香、 加藤　晶子、 慶野　香、

木内麻衣子、 逢坂ひとみ、 勝村千枝里、 徳竹　美帆

ダンス部

2005年度　全国女子水球競技大会予選会
〈予選リーグ〉

14 ― 3 東海レディース 9 ― 2 乙訓水球クラブ
8 ― 1 千葉水球クラブ 5 ― 1 山形水球クラブ
7 ― 0 大阪府立茨木高校

〈準決勝〉 4 ― 2 AMATIAS
〈決　勝〉 4 ― 4 日体クラブ

PT戦 6 ― 7（＊決勝戦はPT戦の末、惜しくも準優勝となりました。）

【出場選手】 行天　朋加、 松井　祐未、 牧田　優、 戸張　亜紀、 藤野真奈美、
小川　沙希、 西尾　彩香、 皆川　佳苗

水球部

特別活動の記録平成17年7月

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
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図書館

■今後の行事予定
７月２９日（金）～

８月１日（月） 学外研修Ⅰ（１年生）〈長野：志賀高原〉
８月２２日（月）～

２８日（日） 学外研修Ⅱ（２年生）〈北海道〉
８月３０日（火） 前期試験成績発表
９月１日（木）～ 授業開始（１年生）〈音楽Ⅰ（ピアノ）・体育〉
９月２日（金）・３日（土）前期追再試験
９月２０日（火）～ 後期授業開始（全学年）

第
四
十
六
回
都
道
府
県
対
抗
な
ぎ
な
た
大
会
　
出
場
！

谷
本
さ
ん

全
国
第
三
位
と
健
闘

幼
児
教
育

専
門
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

、。

!!

リニューアル
オープン

全国大会出場決定！！祝

――ミスダンスドリルチーム日本大会出場決定！――
＊日時：8月7日（日）より 会場：国立代々木第二体育館

―『個人』で優勝した秋山さんが全国大会出場を決めました！―
＊日時：平成17年8月11日より 会場：千葉県ポートアリーナ

生井さん、塚本さん、リレーチームが
全国大会出場を決めました！

全国高校総体には
13年連続15回目の出場です。
＊日時：平成17年8月2日より

＊会場：千葉県千葉市天台陸上競技場

―― 5戦全勝で決勝トーナメント進出を果たしました！――

――第22回全国女子水球競技大会に出場が決定しました！――
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幼
稚
園
短
信

の
舌
に
留
め
た
い
も
の
で
す
。

保
護
者
の
方
に
は
入
園
前
に

も
箸
の
正
し
い
持
ち
方
を
お
願

い
し
て
ま
す
が
、
箸
を
正
し
く

使
え
な
い
子
が
六
月
に
な
っ
て

も
余
多
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

持
ち
方
の
悪
い
子
は
ク
レ
ヨ
ン

の
持
ち
方
も
悪
い
よ
う
で
す
。

し
つ
け
は｛
躾
｝即
ち
身
＋
美
、

｛
身花
｝身
＋
花
の
漢
字
の
成
り
立

ち
の
如
く
身
体
の
行
為
行
動
で

す
。
園
の
実
態
で
は
立
ち
歩
き

な
が
ら
食
物
を
口
に
す
る
子
、

盛
ら
れ
た
食
事
は
主
食
副
食
交

互
に
と
ら
ず
選
り
好
み
を
し
、

食
べ
散
ら
か
し
、
残
し
、
嫌
な

物
は
た
め
ら
う
事
な
く
平
気
で

床
に
落
と
し
て
知
ら
ん
顔
の
子
、

正
に
崩
れ
で
す
。
家
庭
で
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
畳
に
正
座
し
一
汁
二

采
の
ご
飯
を
頂
き
、
ご
飯
粒
を

落
と
し
た
り
食
べ
残
し
た

り
す
る
と
お
目
玉
を
貰
っ

た
も
の
で
す
。
も
の
を
作

る
人
へ
の
敬
う
心
の
篤
さ

や
親
へ
の
孝
と
言
う
日
本

人
の
姿
が
あ
り
、
捨
て
た

残
飯
は
正
に
生
命
と
労
働

を
無
視
し
た
残
土
で
す
。

食
に
そ
の
人
の
生
き
様

が
見
え
て
き
ま
す
。
躾
も

な
く
、
ル
ソ
ー
は
〝
子
ど

も
を
駄
目
に
す
る
の
は
簡

単
だ
、
欲
し
が
る
物
を
全

て
与
え
た
ら
い
い
〞
と
い

っ
て
い
ま
す
。

｛
崩
食
｝な
る
言
葉
の
前

に
、
こ
の
ル
ソ
ー
の
辛
辣
な
言

葉
に
耳
を
傾
け
て
み
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

子
育
て
に
は
知
育
、
徳
育
、
体

躯
に
加
え
て
食
が
確
か
で
あ
れ

ば
知
育
―
学
力
、
徳
育
―
心
、
体

躯
―
体
が
健
や
か
に
育
つ
と
言

う
テ
ー
ゼ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
日
本
の
生
活
が｛
豊
食
｝

か
ら｛
飽
食
｝へ
、
の
み
な
ら
ず

｛
崩
食
｝な
る
言
葉
が
表
現
さ
れ

る
時
代
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
手
抜
き

食
事
で
は
な
く
幼
児
期
に
は
親

の
五
感
あ
る
温
か
い
心
、
温
か

い
手
塩
を
か
け
た｛
平
成
の
我
が

母
親
の
味
｝な
る
食
事
を
子
ど
も

三
田
校
舎
の
正
門
横
の
小
さ

な
花
壇
に
、
び
わ
の
木
が
一
本

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
一
月

頃
に
小
さ
な
白
い
花
が
咲
き
、

春
頃
小
さ
な
実
が
つ
き
日
差
し

を
浴
び
少
し
ず
つ
黄
緑
色
か
ら

オ
レ
ン
ジ
色
の
び
わ
へ
と
生
長

し
て
き
ま
す
。
花
や
小
さ
な
緑

の
実
の
時
は
あ
ま
り
気
づ
か
な

い
の
で
す
が
、
子
ど
も
達
は
色

付
き
始
め
て「
何
の
実
？
」と
目

を
向
け
ま
す
。「
び
わ
と
い
う
果

物
よ
」と
教
え
て
も
あ
ま
り
食
べ

た
こ
と
が
な
い
の
か
、
も

の
す
ご
く
喜
ぶ
姿
や「
食

べ
て
み
た
い
な
…
」「
ど
ん

な
味
だ
ろ
う
…
」と
期
待

は
び
わ
と
と
も
に
ど
ん
ど

ん
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
。

衣
替
え
が
行
わ
れ
制
服
も

夏
服
に
変
わ
り
、
汗
ば
む

季
節
に
な
っ
た
時
に
、「
先

生
び
わ
が
た
く
さ
ん
あ
る

よ
！
」「
黄
色
く
な
っ
た

よ
」と
の
子
ど
も
の
声
に
、

「
み
ん
な
で
び
わ
取
り
し

ま
し
ょ
う
！
」と
収
穫
を

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
取

れ
た
び
わ
を
み
ん
な
で

食
べ
ま
す
。「
お
い
し
い

ね
」「
ま
た
び
わ
出
来
る

と
い
い
ね
」「
種
を
植
え

た
ら
ま
た
び
わ
の
木
が

で
る
か
な
？
」「
暑
く
な

っ
た
か
ら（
夏
に
な
る

か
ら
）び
わ
が
な
っ
た

ん
だ
ね
」と
、
言
う
収
穫

の
喜
び
や
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
知
る
声
も
聞

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

諭
の
実
家
の
協
力
を
得

て（
千
葉
県
長
生
郡
・
高

貫
フ
ァ
ー
ム
）、
春
に
は

竹
の
子
、
初
夏
に
は
た
く
さ
ん

の
そ
ら
豆
を
頂
き
、
竹
の
子
の

皮
む
き
や
、
さ
や
か
ら
そ
ら
豆

を
出
す
経
験
を
す
る
と「
竹
の
子

の
皮
に
も
毛
が
あ
る
よ
」「
中
は

つ
る
つ
る
だ
ね
」「
豆
は
ふ
わ
ふ

わ
の
中
に
入
っ
て
る
」「
臭
い
ね
」

な
ど
思
い
思
い
の
言
葉
が
聞
か

れ
ま
す
。
今
は
八
百
屋
も
ス
ー

パ
ー
に
変
り
、
皮
付
き
の
野
菜

が
無
く
な
っ
て
い
く
中
、
子
ど

も
達
は
良
い
経
験
を
し
ま
す
。

栄
養
士
が
ゆ
で
て
み
ん
な
で
食

べ
ま
す
。「
お
い
し
い
」と
言
っ

て
喜
ぶ
子
ど
も
も
い
れ
ば「
臭
い

か
ら
嫌
だ
」と
言
い
な
が
ら
も
少

し
食
べ
て
み
よ
う
と
す
る
子
ど

も
も
い
て
初
夏
に
で
き
る
食
べ

物
へ
興
味
が
出
来
て
き
ま
す
。

三
田
菜
園（
小
さ
な
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
）で
も
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う

り
、
な
す
等
栽
培
し
て
い
ま
す
。

生
長
と
と
も
に
収
穫
し
夏
の
季

節
を
感
じ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
ご
協
力
頂
い
た
高
貫
フ
ァ
ー
ム

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。）

前
号
で
、
小
島
敏
男
文
部
科

学
副
大
臣
が
、
私
立
学
校
で
は

初
め
て
の
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
本
校
を
選
ば
れ
、
感
動

を
も
っ
て
帰
ら
れ
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
裏

話
を
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
堂
で
児
童
と
共
に
会
食
を
さ

れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
上
級
生

が
下
級
生
に
お
か
ず
を
取
り
分

け
た
り
給
仕
を
し
た
り
す
る
、
今

は
影
を
潜
め
た
、
い
た
わ
り
合

い
の
姿
に
副
大
臣
は
す
っ
か
り

感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
副
大
臣
は「
お
代
わ
り
は
、

如
何
で
す
か
」と
、
明
和
班
の
班

長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
「
思
わ

ず
お
椀
を
出
し
て
し
ま
っ
た
よ
」

と
、
日
頃
の
節
食
を
忘
れ
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
を
、
照
れ
な
が
ら
も
、

楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
礼
法
の
授
業
を
ご
覧

に
な
っ
た
時
も
、
伝
統
の
文
化
の

中
に
、
合
理
的
な
美
し
さ
を
気

づ
か
せ
る
授
業
に
、
今
の
家
庭

や
公
教
育
で
は
出
来
に
く
く
な

っ
た
躾
教
育
が
、
き
ち
ん
と
本

学
で
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
感

嘆
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
全
学

年
縦
割
り
の
明
和
班
活
動
や
小

笠
原
流
礼
法
の
実
践
は
、
創
立

当
時
か
ら
の
本
校
の
伝
統
と
し

て
、
校
内
だ
け
で
な
く
、「
望
月
」

校
外
学
習
の
場
で
も
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
ま
す
。
布
団
敷
き
や

片
づ
け
、
飯
ご
う
炊
は
ん
の
準

備
や
盛
り
つ
け
等
に
、
兄
弟
姉

妹
以
上
の
結
び
つ
き
で
助
け
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
央
教

育
審
議
会
で
お
会
い
し
た
時
に
、

「
私
学
教
育
の
良
さ
を
堪
能
し
ま

し
た
」と
、
わ
ざ
わ
ざ
席
を
立
た

れ
て
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
表
情
に
、
建
学
の「
和
」

の
精
神
を
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

「
望
月
校
外
学
習
」
は
、
人
気

ナ
ン
バ
ー
１
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
、

子
ど
も
達
が
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
す
。

「
望
月
校
外
学
習
」
で
は
普
段
の

授
業
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
年
生
は

「
ジ
リ
の
木
広
場
」

に
行
き
ま
し
た
。

タ
ー
ザ
ン
を
し
て

遊
ん
だ
り
カ
エ
ル

を
つ
か
ま
え
た
り

し
た
そ
う
で
す
。

二
年
生
は
川
で
遊

ん
だ
り
、
マ
ス
の

つ
か
み
取
り
を
し

た
り
し
ま
し
た
。

三
年
生
で
は
乗
馬

体
験
も
し
ま
す
。

「
か
す
が
荘
」
の
村

田
先
生
に
水
泳
の

ご
指
導
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
年
生
は
「
浅
間
山
科
学
博
物

館
」
と
「
鬼
押
出
し
園
」
の
見
学
。

火
山
の
様
子
を
勉
強
し
て
き
ま

し
た
。
五
年
生
は
紙
す
き
体
験

で
う
ち
わ
を
作
り
ま
し
た
。
自

分
で
作
っ
た
紙
で
う
ち
わ
が
で

附
属
小
学
校

き
た
こ
と
に
感
動
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
六
年
生
は
「
懐
古
園
」

に
行
き
、
詩
人
「
島
崎
藤
村
」
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り
、
博

物
館
で
は
歴
史
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
し
ま
し
た
。

「
望
月
校
外
学
習
」
の
中
で
も
、

子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
は
「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
」
で
す
。
後
半
に
行
く
一
、
三
、

六
年
生
は
、
雨
の
た
め
屋
内
で

の
「
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
」
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

今
年
度
は
前
後
半
と
も
決
行
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
特
に
六

年
生
は
小
学
校
最
後
の
校
外
学

習
な
の
で
、
思
い
出
に
残
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

六
年
生
は
明
和
班
の
班
長
・

副
班
長
と
し
て
、
初
め
て
校
外

学
習
を
体
験
す
る
一
年
生
の
お

世
話
を
し
ま
し
た
。
き
っ
と
六

年
生
は
自
分
達
も
一
年
生
の
時

に
お
世
話
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
の
一
年
生
も

六
年
生
に
な
っ
た
ら
、
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
こ

と
で
し
ょ
う
。
附
属
小
の
こ
の

よ
う
な
伝
統
が
、
い
つ
ま
で
も

続
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
下
級
生
に
は
上
級
生

に
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
す
る
心
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

「
も
え
ろ
よ
も
え
ろ
」
を
う
た

っ
て
、
は
ん
ち
ょ
う
と
い
っ
し

ょ
に
お
ど
っ
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
の
帰
り
、
は
ん
ち
ょ

う
に
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
一
年
生
の
ミ
ニ
作
文
か
ら
）

一
年
生
の
ミ
ニ
作
文
か
ら
も
、

班
長
と
の
関
わ
り
が
よ
く
伝
わ

っ
て
き
て
心
が
温
か
く
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
思
い
出
に
残
る
「
望
月

校
外
学
習
」
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

ス
ク
ー
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

附
属
小
学
校

い
つ
ま
で
も

心
に
残
る

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

「
望
月
校
外
学
習
」

食
育
・
躾

附
属
浦
安
幼
稚
園

小
さ
な
実
か
ら

夏
を
感
じ
て三

田
幼
稚
園

う
ら
ば
な
し

、

附
属
小
学
校
　
校
長
　
角
田
元
良
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去
る
六
月
二
日
〝
地
震
発
生

に
伴
う
避
難
訓
練
及
び
親
の
引

取
り
訓
練
〞
を
実
施
し
ま
し
た
。

園
内
に
非
常
ベ
ル
が
響
き
避
難

指
示
の
放
送
と
共
に
園
児
た
ち

は
す
ば
や
く
帽
子
を
か
ぶ
り
避

難
を
開
始
。
教
職
員
も
消
防
署

へ
の
通
報
、
園
児
達
の
誘
導
、
残

留
者
の
確
認
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
避
難
終
了
後
、
園
児
に
は
、

消
防
署
の
方
に
お
さ
な
い
、
か

け
な
い
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
も

ど
ら
な
い
の
大
切
な
約
束
ご
と

を
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
保
護
者
の
方
に
は
日
頃
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
話
し
や
消

火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
を
し

て
頂
き
、
そ
の
後
、
担
任
に
ク
ラ

ス
、
氏
名
を
告
げ
て
園
児
を
引
取

り
、
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
地
震
を
想
定
し
た
訓

練
で
し
た
が
、
本
園
で
は
不
審
者

が
侵
入
し
た
場
合
の
具
体
的
な

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
犯

罪
被
害
防
止
の
た
め
の
安
全
管

理
に
努
め
園
児
の
避
難
訓
練
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
学
校

等
に
お
け
る
教
育
の
場
で
の
事

件
事
故
が
多
発
し
て
い
る
だ
け

に
幼
稚
園
で
も
、
教
職
員
一
人
ひ

と
り
の
危
機
管
理
へ
の
意
識
を

高
め
、
緊
急
事
態
発
生
時
の
役
割

分
担
の
理
解
を
深
め
て
お
く
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
園
児
達
に
も
日
頃
か
ら
安

全
教
育
を
通
じ
て
、
幼
児
な
り
に

も
自
分
自
身
で
危
険
に
気
づ
い

て
回
避
す
る
能
力
を
養
い
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
た
め
の
体
制
を
常
に

整
え
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

多
摩
中
央
幼
稚
園
の
卒
園
生

（
同
窓
生
）も
こ
の
平
成
十
七
年

三
月
で
二
千
百
二
十
四
名
に
な

り
ま
し
た
。
毎
年
小
学
校
六
年

生
ま
で
に
同
窓
会
の
ご
案
内
を

出
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
六
月
四
日（
土
）に
同

窓
会「
和わ

香か

竹た
け

会
」を
行

い
ま
し
た
。
三
月
に
卒

園
し
た
子
ど
も
達
も
、

ひ
と
回
り
大
き
く
な

り
、
小
学
校
で
の
色
々

な
出
来
事
、
新
し
く
友

達
が
出
来
た
こ
と
や
、

勉
強
し
た
こ
と
な
ど

色
々
な
こ
と
を
自
慢
気

に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
又
、
幼
稚
園
の
時

に
遊
ん
だ
な
つ
か
し
い

ゲ
ー
ム
や
歌
を
歌
っ
た

り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽

し
む
中
で
様
々
な
会
話

に
花
が
咲
き
幼
稚
園
生
活
を
思

い
出
す
一
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

大
勢
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
一
日
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
聖
徳

で
培
っ
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
ず
大
き
く
誇
り
を
持
っ
て

元
気
な
小
学
生
、
中
学
生
、
そ
し

て
素
晴
ら
し
い
社
会
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

附
属
四
園
で
は
、「
地
域
に
開

か
れ
た
幼
稚
園
」と
し
て
、
月
に

一
度「
園
庭
開
放
日
」を
設
け
、

在
園
児
や
卒
園
児
の
ご
家
族
の

み
な
ら
ず
、
小
さ
い
お
子
様
の

い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
近
所
の
方
に

も
園
庭
を
開
放
し
て
親
子
で
楽

し
く
遊
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
の
第
一
回
目
は
、
五

月
二
十
八
日（
土
）に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
園
庭

開
放
日
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
為
に
成
田
市
内
の
ス
ー
パ

ー
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
も
あ
り
、

未
就
園
の
お
子
様
を
持
つ
親
子

に
大
勢
遊
び
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
未
就
園
児
に
と
っ
て

は
、
幼
稚
園
の
広
い
園
庭
で
遊

ぶ
の
も
、
広
い
砂
場
に
入
る
の

も
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で

お
母
様
と
一
緒
に
思
い
き
り
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
在
園
児
の
中

で
も
三
歳
児
は
、
い
つ
も
幼
稚

園
で
遊
ん
で
い
る
姿
を
お
母
様

に
見
て
も
ら
お
う
と
、
や
っ
と

乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
三
輪
車

を
乗
り
回
し
た
り
、
ケ
ン
パ
の

リ
ン
グ
を
跳
ん
だ
り
平
均
台
を

渡
っ
た
り
、
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い

ま
し
た
。
四
歳

児
や
五
歳
児
は

園
庭
遊
具
に
の

っ
た
り
、
ス
ラ

イ
ド
ボ
ー
ド
か

ら
飛
び
降
り
た

り
、
友
達
と
一

緒
に
走
っ
た

り
、
リ
レ
ー
を

し
た
り
仲
良
く

遊
ぶ
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
親

子
対
抗
の
玉
入

れ
を
し
ま
し

た
。
保
護
者
の

方
々
も
本
気
に
な
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
り
心
地
よ
い
汗
を
か

い
て
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
月
皆
さ
ん

が
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
て

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

入
園
・
進
級
式
を
終
え
、
一
ヶ

月
余
り
が
経
っ
た
頃
、
毎
年
保

育
参
観
と
給
食
を
試
食
し
て
頂

く『
保
育
参
観
試
食
会
』を
行
い

ま
す
。
子
ど
も
達
の
普
段
の
生

活
や
教
師
、
友
達
と
の
関
わ
り

を
保
護
者
の
方
に
見
て
頂
く
と

共
に
給
食
の
様
子
や
味
を
試
食

し
て
頂
く
ね
ら
い
で
行
っ
て
い

ま
す
。
又
、
保
護
者
の
方
と
も
楽

し
く
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う

新
聞
紙
や
タ
オ
ル
、
集
団
遊
び

な
ど
各
学
年
・
ク
ラ
ス
毎
に
、
子

ど
も
達
が
興
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
題
材
に
し
て
活
動
を
計

画
し
ま
す
。

四
月
当
初
、
保

護
者
か
ら
離
れ
ら

れ
な
か
っ
た
り
友

達
と
う
ま
く
関
わ

る
こ
と
が
出
来
ず
、

泣
い
て
い
た
り
教

師
の
近
く
に
い
た

り
し
て
い
た
子
ど

も
達
も
集
団
生
活

の
仕
方
や
友
達
と

の
関
わ
り
方
、
園
で

の
生
活
リ
ズ
ム
を

覚
え
少
し
ず
つ
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
験
を
重
ね

る
毎
に
友
達
と
過

ご
す
事
の
楽
し
さ

や
約
束
・
ル
ー
ル
を

守
っ
て
遊
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
に
も
気

づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
に
は
、
子
ど
も
達

が
意
欲
的
・
積
極
的
に
活
動
に

参
加
す
る
成
長
し
た
姿
も
見
て

頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
試
食

会
で
は
家
庭
で
は
食
べ
な
い
食

材
を
食
べ
た
り
友
達
や
保
護
者

と
食
べ
る
楽
し
さ
か
ら
、
沢
山

お
か
わ
り
し
た
り
す
る
姿
も
見

ら
れ
、
箸
の
使
い
方
や
食
事
の

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
子
ど
も
達

の
姿
を
見
た
り
、
給
食
の
味
を

保
護
者
の
方
に
知
っ
て
頂
い
た

り
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。
参
観
後
の
生
活
の
中
で

意
欲
的
に
給
食
を
頂
く
子
ど
も

の
姿
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
楽

し
い
ひ
と
時
が
頑
張
る
力
の
良

い
刺
激
と
な
り
今
後
の
保
育
に

も
期
待
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

六
月
七
日（
火
）今
年
度
二
回

目
の
歌
唱
指
導
日
で
す
。
早
め

の
給
食
を
済
ま
せ
四
才
児
と
五

才
児
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
に
こ

に
こ
顔
で
大
学
の
柳
澤
邦
子
先

生
を
迎
え
、
手
遊
び
や
日
頃
歌
っ

て
い
る
歌
を
聞
い
て
い
た
だ
き

声
の
出
し
方
や
リ
ズ
ム
の
と
り

方
な
ど
楽
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
学
の
附
属
園
な
ら
で
は
の

試
み
で
、
今
年
度
よ
り
月
に
一
回

（
年
間
八
回
）附
属
四
園
各
々
に

柳
澤
先
生
に
出
向
い
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
幼
児
に
発
表
会

で
う
た
う
歌
の
ポ
イ
ン
ト
や
発

声
法
ま
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
手
遊

び
な
ど
教
え
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
幼
児
だ
け
で
な
く
幼
稚
園

の
先
生
達
も
柳
澤
先
生
の
指
導

か
ら
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
等
を
学

び
日
々
の
保
育
の
中
で
生
か
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

柳
澤
先
生
の
明
る
く
楽
し
く

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
歌
声
や
体

の
動
き
に
幼
児
た
ち
は
大
喜
び

で
目
を
輝
か
せ
皆
ひ
き
こ
ま
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
日
は
近
づ

く
生
活
発
表
会
で
う
た
う
歌
の

ご
指
導
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
四
才
児
の「
あ
ら
ど
こ
だ
」

で
は
休
符
の
取
り
方
、
五
才
児

の「
あ
お
い
そ
ら
に
え
を
か
こ

う
」で
は
高
音
の
出
し
方
を
中

心
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
幼
稚
園
の
先
生
達
が
ど
れ

だ
け
そ
の
後
指
導
で
き
る
か
が

課
題
と
な
り
ま
す
が
、
あ
ら
た

め
て
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
ピ

ア
ノ
の
大
切
さ
な
ど
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
三

才
児
も
参
加
し
全
園
児
で
歌
っ

た
り
手
遊
び
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

附
属
幼
稚
園

「
歌
声
ひ
び
け
」

月
一
回
の
歌
唱
指
導
日
よ
り

子
ど
も
の
安
全
を

守
る
た
め
に

附
属
第
二
幼
稚
園

月
に
一
度
の

園
庭
開
放
日

附
属
第
三
幼
稚
園

保
育
参
観
試
食
会
を

終
え
て八

王
子
中
央
幼
稚
園

多
摩
中
央
幼
稚
園

第
二
十
九
回

同
窓
会
を
終
え
て

○

○

○

○

不審者？
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〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
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読
者
の
欄

s8月7日［日］ s8月21日［日］ s9月11日［日］
s9月23日［金・祝］ s10月1日［土］ s11月12日［土］・13日［日］
s12月11日［日］ s 2006年2月12日［日］

s8月7日［日］ s8月28日［日］ s9月18日［日］
s10月2日［日］ s10月30日［日］ s11月20日［日］
s12月11日［日］ s 2006年1月8日［日］ s2月12日［日］
s3月5日［日］ s3月26日［日］

□ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

オープンキャンパス

オープンキャンパス

□通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学）

入学説明会

s8月6日［土］ s8月20日［土］ s9月23日［金・祝］
s11月3日［木・祝］ s12月10日［土］ s 2006年2月18日［土］

□聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

s10月14日［金］
□聖徳大学附属浦安幼稚園

●説明会●

s10月18日［火］
□聖徳大学附属第三幼稚園

●説明会●

s10月19日［水］
□聖徳大学附属第二幼稚園

●説明会●

s10月21日［金］
□聖徳大学附属幼稚園

●説明会●

s9月20日［火］ s10月14日［金］
□聖徳学園多摩中央幼稚園

●見学説明会●

s9月26日［月］ s10月18日［火］
□聖徳学園八王子中央幼稚園

●見学説明会●

s9月27日［火］ s10月12日［水］
□聖徳学園三田幼稚園

●見学説明会●

s8月27日［土］
□ 聖徳大学附属中学校（女子）・高等学校（女子）

s9月4日［日］ s9月18日［日］
s10月2日［日］ s11月27日［日］

□聖徳大学附属小学校（共学）

入試説明会

中　高s8月28日［日］
体育科s8月30日［火］ s9月25日［日］

□ 聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

聖
徳
大
学
創
立
十
五
周
年
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
創
立
四

十
周
年
を
記
念
し
、
特
別
展
覧

会「
童
話
と
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
―

ア
ン
デ
ル
セ
ン
生
誕
二
百
年
―
」

展
を
大
学
八
号
館
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、「
童
話

の
王
様
」と
呼
ば
れ
、
そ
の
作
品

は
世
界
中
の
人
々
に
愛
読
さ
れ

て
い
る
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童

話
集（
初
版
本
）を
中
心
に
、
肖

像
写
真
・
直
筆
の
サ
イ
ン
な
ど

七
十
二
点
を
初
め
て
公
開
し
て

お
り
ま
す
。
併
せ
て
同
時
期
の

作
家
で
あ
る
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ

イ
ン
の「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒

険
」、
ル
イ
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ

ッ
ト
の「
若
草
物
語
」な
ど
の
作

品
も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
生
誕
二
百
年
を
迎
え

た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、

そ
の
自
伝
の
中
で「
私

の
生
涯
は
波
乱
に
富
ん

だ
幸
福
な
一
生
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら

一
篇
の
美
し
い
メ
ル
ヘ

ン
だ
っ
た
」と
書
き
残

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
一
生

は
、
苦
難
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
何
度
も
挫
折
し
、

絶
望
や
深
い
孤
独
を
味

わ
い
、
決
し
て
平
坦
な

道
の
り
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
経
験

が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
あ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し

い
童
話
を
生
み

出
す
事
が
で
き

た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

本
学
に
お
越

し
の
折
は
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
お

立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
童
話
と

メ
ル
ヘ
ン
の
世

界
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■入試関係行事のご案内

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

※（ ）は夏期特別料金（8/1～8/31）となります｡なお「かすが荘」はお部屋により料
金が若干異なります｡

※上記料金に消費税は含まれております｡又かすが荘は入湯税（150円）が含まれて
おります｡（中学生以上）

・学生､生徒・・・・・・・・・・・・・

・児童､園児・・・・・・・・・・・・・

・教職員・・・・・・・・・・・・・・・・

・卒業生､家族､同伴者・・・・

・学園関係3才～小学生・・・

・紹介､その他・・・・・・・・・・・

◆利用料金◆

［お1人　1泊2食付（平日）］ 山中湖荘 野村記念「海の家」利用料金

5,400円～（5,400円～） 5,250円（5,250円）

4,100円～（4,100円～） 4,100円（4,100円）

5,400円～（6,000円～） 5,250円（5,850円）

8,300円～（9,400円～） 8,150円（9,250円）

4,400円～（4,700円～） 4,400円（4,700円）

9,400円～（10,600円～）9,250円（10,450円）

かすが荘

夏の予定はもう決まりましたか！？ 「まだ」という方は…聖徳学園のセミナーハウスのご利用を

［高速バス］

［自動車］

■京王バス（03-5376-2222）■富士急行バス（0555-72-5111）
新宿 →（京王バスまたは富士急行バス）→ 旭日丘バスターミナル →（バスまたは徒歩）
→ シャトーテル山中湖 → 山中湖荘
八王子 →（中央自動車道）→ 大月（河口湖方面へ）→ 富士吉田I.C. →
（山中湖方面へ）→ 山中湖荘

［お問合せ・ご予約は］…山中湖荘（山梨県南都留郡山中湖村） tel.0555-62-3111 fax.0555-62-3112

ア
ク
セ
ス

山中湖での水上スキーや
ウェイクボード、バス釣りな
どが楽しめ、山中湖荘の中
庭ではバーベキューやテニ
スもお楽しみいただけます。
また周辺には富士急ハイラ
ンドをはじめ多数の観光ス
ポットも充実しております。

アウトドア派なあなたに！

ぜひ山中湖荘にお越しください！

［電車］

［自動車］

上野 →（常磐線）→ 勿来駅→（バス「平潟港行き」）→
九面停留所→ 海の家
三郷JCT →（常磐自動車道）→いわき勿来I.C. →
（国道6号線）→ 海の家

ア
ク
セ
ス

海の家は茨城県と福島県の県境にあり、勿来海水浴場での海水
浴はもちろんのこと、周辺の平潟港や大津港での釣りも楽しめます。

かすが荘は長野県の八ヶ岳北端、蓼科山麓を望む春日温泉にあります。
泉質は「美肌の湯」として有名な「アルカリ性単純泉」で、お客様から「肌
がすべすべになった」という声も多数いただいております。またバーベキ
ュー広場やテニスコート、温水プールなど各種施設も充実しております。
周辺には白樺湖、女神湖、美ヶ原高原などの観光スポットもございます。

夏といえば海！釣りがしたい！

勿来海の家はいかがでしょうか？

温泉が好き！バーベキューしたい！
山が好き！実は泳げない‥

そんなあなたにかすが荘はいかがですか？

［お問合せ・ご予約は］理事長室企画渉外課
tel.047-365-１１１１（内3962・3963）または各学校事務室まで

［電車］

［自動車］

上野 →（長野新幹線）→ 佐久平→（バス）→ 望月 乗換→（バス）→
春日温泉（佐久平駅からの送迎もいたします）
大泉JCT →（関越自動車道）→ 藤岡JCT →（上信越自動車道）→
佐久I.C. → 春日温泉

［お問合せ・ご予約は］…かすが荘（長野県佐久市春日 春日温泉）
tel.0267-52-2111 fax.0267-52-2119

ア
ク
セ
ス

かすが荘についてはホームページで詳しい情報がご覧になれます。
URL：http://sas.jains.or.jp/～kasugaso

露天風呂　白樺の湯 露天風呂　滝の湯

バーベキュー広場

勿来海岸

山中湖

オープンキャンパス

オープンスクール

聖徳大学創立１５周年
聖徳大学短期大学部創立４０周年記念

特別展覧会
「童話とメルヘンの世界
―アンデルセン

生誕２００年―」展

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

◎日　　時：平成１７年７月７日（木）～
平成１７年１１月３０日（水）

◎場　　所：大学８号館
クリスタルホール・ギャラリー

◎展示資料：
アンデルセンの童話集（初版本）：
「みにくいあひるの子」・「雪の女王」・
「人魚姫」・「マッチ売りの少女」など／
肖像写真／直筆のサイン／
アンデルセンと同時期の作家（マーク・ト
ウェイン、ルイザ・メイ・オルコットなど）の
作品（初版本）

アンデルセン肖像写真

雪の女王

※駐車場がないため、公共交通機関をご利用いただき、お車でのご来校はご遠慮ください。

◆宿泊利用◆

利用費　1人1泊　素泊まり 2,100円（税込）

◆日帰利用◆

〈10時～16時の間〉

利用費（1人1日） 500円（税込）
＊

食事代は含まれておりませんので、自炊もしくは
近隣の食堂・レストラン等をご利用ください。

＊

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
決
定
を
す
る
大
切
な
時
期
に
、

ぜ
ひ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。


